
デモテック戦略特別委員会審査日程

開議日時：令和４年３月１１日（金曜日）午後１時

場 所：議事堂大会議室（オンライン）

１．開議

２．オンライン本会議を可能とする会議規則の検証

３．Zoom投票機能による議場内選挙の模擬

４．その他

５．散会



（令和４年３月１１日資料）模擬オンライン本会議開催による第一次まとめ

○実施可能と判断したもの

取手市議会会議規則現行

↓

オンラインVer案

実施事項や議論経過 現時点での委員会の結論

第１条 議員は，招集の当日開議定刻前に議事

堂に参集し，その旨を議長に通告しなければな

らない。

↓

議員は，招集の当日開議定刻前に招集者が指定

した議事の場(以下「議事の場」という。)に参

集しなければならない。

・オンラインでは「議事堂」に参集するもので

はないため、その定義を「招集者が指定した議

事の場」＝「議事の場」とした。

・オンラインで招集する空間、場所を「議事の

場」とした。

・オンライン出席時は現在、取手市議会申し合

せのとおり招集時刻の15分前にオンライン入

室し、音声映像確認等を実施する。

【課題】

・電波障害等でオンライン入室が困難な場合、

但し書き等の条文は必要ないのか。例えば送信

側の不備などではどうすることも出来ないので

はないかなど。その際連絡が取れていれば、遅

刻、欠席にはならないなど。

・議員側には申し合せ等で、前日までには会議

に臨む場所等の環境確認などを行うよう な項

目を規定しては。

第２条

議員は，公務，疾病，看護，介護，配偶者の出

産補助，育児，忌引，災害その他やむを得ない

理由により，会議を欠席し，遅参し，又は早退

するときは，その理由を付して，当日の開議時

・本当に本人から提出されたものかどうかの判

断は？

・「文書により」は必要か？「文書等」にするの

はどうか。

・これまでは欠席しなければならなかったもの

もオンラインであれば出席することができ、議

員の職責を果たすことができる幅が広がる。

・議員からのメール送信により押印、自署なく

提出されたものとみなす。



刻までに議長に文書により届け出なければなら

ない。ただし，特にやむを得ない理由により，

事前に届け出ることができないときは，この限

りでない。

↓

議員は，公務，疾病，看護，介護，出産，配偶

者の出産補助，育児，忌引，災害その他やむを

得ない理由により，会議を欠席し，遅参し，又

は早退する ときは，その理由を付して，当日の

開議時刻までに議長に文書（文書に代えて電磁

的記録（電子的方式，磁気的方式その他人の知

覚によっては認識すること ができない方式で

作られる記録であって，電子計算機による情報

処理の用に供されるものをいう。以下同じ。）を

作成した場合にあっては，当該電磁的記録。こ

の条，第13条，第62条，第79条，第80条，

第83条，第91条，第139条の2第2項におい

て同じ。)により届け出なければならない。ただ

し，特にやむを得ない 理由により，事前に届け

出ることができないときは，この限りでない。

第４条

議員の議席は，一般選挙後最初の会議において，

議長が定める。

↓

議長は，一般選挙後最初の会議において，議員

番号を定める。

・議席→議員番号

・画面の並ぶ順番はどのように決めるのか。

「議席」を「議員番号」とし、同姓同名にも対

応する。

議席には，番号及び氏名標を付ける。

↓

・番号、氏名の画面表示の際、番号や文字、ス

ペースの全角半角などの統一。

オンライン画面上の表示を「議員番号と氏名」

としていく。



議員は，会議出席時，議員番号及び氏名を表示

する。

第９条

会議の開始は，号鈴で報ずる。

・オンラインでは代替の合図は必要か？

・削除して良いのではないか。または、号鈴で

はなく議長の呼びかけなどでいいのでは。

・開議前に接続確認をする必要があるので不

要。

規定条文を削除する。

第１２条

会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認め

るときは，議長は，議員の退席を制止し，又は

議場外の議員に出席を求めることができる。

↓

会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認め

るときは，議長は，議員の退席を制止し，又は

議事の場の外にいる議員に出席を求めることが

できる。

・退席？か退室か？

・例えば２条１項「欠席」、９条２項「出席議員」

と「席」を使用しているので、「退席」で良いの

ではないか。

・「退室」とした場合、「出席」ではなく「入室」

にしなくて良いか、統一性兼合いはどうか。

・「議事の場の外にいる議員に」下線部分は良し

とする。

「議事の場の外にいる議員に」していく。

第１３条

法第113条の規定による出席催告の方法は，議

事堂に現在する議員又は議員の住所(別に宿所

又は連絡所の届出をした者については，当該届

出の宿所又は連絡所)に，文書又は口頭をもって

行なう。

↓

法第113条の規定による出席催告の方法は，議

員又は議員の住所(別に宿所又は連絡所の届出

をした者については，当該届出の宿所又は連絡

所)に，文書等又は口頭をもって行う。

・「議事堂に現在する議員」に加えて、「入室/出

席している（画面オフで映像を映し出さない）

議員。

・「文書」を「文書等」としてはどうか。

・2条1項を準用。

議事堂の考えを廃したため、シンプルに規定す

るとともに、文書等とした。

第１４条 ・提出する方法はどうする？（直接持参、郵送、 未決定。本条のほか委員会提出議案や修正の動



議員が議案を提出しようとするときは，その案

をそなえ，理由を付け，法第112条第2項の規

定によるものについては所定の賛成者とともに

連署し，その他のものについては1人以上の賛

成者とともに連署して，議長に提出しなければ

ならない。

メール等、もしくは現行を踏襲するかなど。）

・署名や押印の考えともリンク。スラックとい

う決裁のシステムがある……。

・メールで回して同意が確認できていればよい

のでは？であれば、新たなシステムを入れる必

要はない。

議も同様。

第２０条

議長は，開議の日時，会議に付する事件及びそ

の順序等を記載した議事日程を定め，あらかじ

め議員に配布する。ただし，やむを得ないとき

は，議長がこれを報告して配布にかえることが

できる。

本条は改正せず、第168条でデジタル文書

OKとし、SideBooksへの登載を配布と解す

る。

第２２条

議長は，必要があると認めるときは，開議の日

時のみを議員に通知して会議を開くことができ

る。

・「通知」の定義は？ 既に取手市議会では通知に関し、「Eメール」に

よって実施している。

第５０条

発言は，すべて議長の許可を得た後，登壇して

しなければならない。ただし，発言が簡単なも

のである場合その他特に議長が許可したとき

は，議席で発言することができる。

↓

発言は，全て議長の許可を得なければならない。

ただし，発言が簡単なものである場合は，この

限りでない。

・議席の概念をどうする？ 改正

第５１条

会議において発言しようとする者は，挙手して

「議長」と呼び，議長の許可を求めなければな

・ミュート解除して「議長」と呼べない。

・画面上で議長にわかるよう挙手

・挙手により発言要求



らない。

↓

会議において発言しようとする者は，挙手して，

議長の許可を求めなければならない。

第５４条

議長が議員として発言しようとするときは，議

席に着き発言し，発言が終った後，議長席に復

さなければならない。ただし，討論をしたとき

は，その議題の表決が終るまでは，議長席に復

することができない。

↓

議長が議員として発言するときは，議事進行を

交代して発言しなければならない。ただし，討

論をしたときは，その議題の表決が終わるまで

は，議長として議事進行を行うことができない。

・議長席に復することと、議事進行を行うこと

を同等の行為とみなせるかどうか。

・議席はないため文言整理改正

第６２条第２項

質問者は，議長の定めた期間内に，議長にその

要旨を文書で通告しなければならない。

↓

質問者は，議長の定めた期間内に，議長にその

要旨を文書等で通告しなければならない。

・「文書等」にすればよいのではないか。 ・改正

第６２条第４項

質問の通告をした者が欠席したとき，又は質問

の順序に当たっても質問しないとき，若しくは

議場に現在しないときは，通告は，その効力を

失う。

↓

質問の通告をした者が欠席したとき，又は質問

・「議事の場」に ・文言改正



の順序に当たっても質問しないとき，若しくは

議事の場に現在しないときは，通告は，その効

力を失う。

第６８条

表決の際議場にいない議員は，表決に加わるこ

とができない。

↓

表決の際，不在議員は，表決に加わることがで

きない。

・議場の定義なしのため改正が必要 ・文言改正

第７０条

議長が表決を採ろうとするときは，問題を可と

する者を起立又は挙手させ，起立者又は挙手者

の多少を認定して可否の結果を宣告する。

↓

議長が表決を採ろうとするときは，問題を可と

する者を挙手させ，挙手者の多少を認定して可

否の結果を宣告する。

・オンライン画面上では起立は判別しにくいの

で挙手のみに改正。

起立はなくし、挙手のみにしていく。

第７０条第２項

議長が起立者又は挙手者の多少を認定し難いと

き，又は議長の宣告に対して出席議員の５分の

１以上から異議があるときは，議長は，記名投

票，電子採決システムによる投票又は無記名投

票で表決を採らなければならない。

↓

議長が挙手者の多少を認定し難いとき，又は議

長の宣告に対して出席議員の５分の１以上から

異議があるときは，議長は，記名投票，電子採

決システムによる投票又は無記名投票で表決を

・起立者を削除改正



採らなければならない。

第７６条

議長は，問題について異議の有無を会議に諮る

ことができる。異議がないと認めるときは，議

長は，可決の旨を宣告する。ただし，議長の宣

告に対して，出席議員の５分の１以上から異議

があるときは，議長は，起立又は電子採決シス

テムによる投票により表決を採らなければなら

ない。

↓

議長は，問題について異議の有無を会議に諮る

ことができる。異議がないと認めるときは，議

長は，可決の旨を宣告する。ただし，議長の宣

告に対して，出席議員の５分の１以上から異議

があるときは，議長は，挙手又は電子採決シス

テムによる投票により表決を採らなければなら

ない。

・『起立』は『挙手』で良いと思う。

・『電子採決システム』の内容で、機器等を活用

した投票の際にもこの文言で有効か、再検討の

必要性はないか。

・起立を削除

第７９条

公聴会に出席して意見を述べようとする者は，

文書であらかじめその理由及び案件に対する賛

否を議長に申し出なければならない。

↓

公聴会に出席して意見を述べようとする者は，

文書等であらかじめその理由及び案件に対する

賛否を議長に申し出なければならない。

・第２条の文書定義を準用。

第８０条

公聴会において意見を聴こうとする利害関係者

及び学識経験者等(以下「公述人」という。)は，

・第２条の文書定義を準用。



あらかじめ文書で申し出た者及びその他の者の

中から，議会において定め，議長から本人にそ

の旨を通知する。

↓

公聴会において意見を聴こうとする利害関係者

及び学識経験者等(以下「公述人」という。)は，

あらかじめ文書等で申し出た者及びその他の者

の中から，議会において定め，議長から本人に

その旨を通知する。

第８３条

公述人は，代理人に意見を述べさせ，又は文書

で意見を提示することができない。ただし，議

会が特に許可した場合は，この限りでない。

↓

公述人は，代理人に意見を述べさせ，又は文書

等で意見を提示することができない。ただし，

議会が特に許可した場合は，この限りでない。

・第２条の文書定義を準用。

第８５条第４号

職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

↓

職務のため議事の場に出席した事務局職員の職

氏名

・議事の場

第８６条

会議録は，取手市ホームページで公開するとと

もに，議員及び関係者に配布(会議録が電磁的記

録をもって作成されている場合にあっては，電

磁的方法による提供を含む。)する。

↓



会議録は，取手市ホームページで公開するとと

もに，議員及び関係者に配布(会議録が電磁的記

録をもって作成されている場合にあっては，電

磁的方法(電子情報処理組織を使用する方法そ

の他の情報通信の技術を利用する方法をいう。

第168条において同じ。)による提供を含む。)

する。

第９１条第３項

委員は，第1項ただし書の規定により事前に会

議の欠席，遅参又は早退の届出をすることがで

きなかったときは，届け出ることができるよう

になった後に遅滞なく委員長に文書により届け

出なければならない。

↓

委員は，第１項ただし書の規定により事前に会

議の欠席，遅参又は早退の届出をすることがで

きなかったときは，届け出ることができるよう

になった後に遅滞なく委員長に文書等により届

け出なければならない。

・第２条の文書定義を準用。

第９４条第２項

会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認め

るときは，委員長は委員の退席を制止し，又は

会議室外の委員に出席を求めることができる。

↓

会議中定足数を欠くに至るおそれがあると認め

るときは，委員長は委員の退席を制止し，又は

委員会の議事の場の外の委員に出席を求めるこ

とができる。



第９４条の２ （新規案）

取手市議会委員会条例(昭和45年条例第32

号)第15条の2第2項の規定により委員長の

許可を得て，同条第1項に規定するオンライン

会議システム(以下「オンライン会議システム」

という。)により会議に出席した委員は，前条第

1項，第96条，第99条，第108条第1項

及び第119条第2項の出席委員とする。

９４条の２第２項 （新規案）

オンライン会議システムを活用した会議の方法

その他必要な事項は，議長が別に定める。

第１１２条

秘密会を開く議決があったときは，委員長は，

傍聴人及び委員長の指定する者以外の者を会議

室の外に退去させなければならない。

↓

秘密会を開く議決があったときは，委員長は，

秘密会の議事を行うため，委員長の指定する者

に限った議事の場を設けなければならない。

・本会議の秘密会の議事と同様

第１１２条第２項 （新規案）

秘密会による会議出席者は，前項の規定による

者以外にその議事の経過を知られない措置をし

て，出席しなければならない。

第１１８条

委員長が，委員として発言しようとするときは，

委員席に着き発言し，発言が終った後，委員長

席に復さなければならない。ただし，討論をし

たときは，その議題の表決が終るまでは，委員

・本会議における議長と同様



長席に復することができない。

↓

委員長が，委員として発言するときは，その発

言が終わるまでは，委員長に復することができ

ない。ただし，討論をしたときは，その議題の

表決が終わるまでは，委員長として議事進行を

行うことができない。

第１２９条

表決の際会議室にいない委員は，表決に加わる

ことができない。

↓

表決の際開会の場所にいない委員は，表決に加

わることができない。

・本会議同様

第１３１条

委員長が表決を採ろうとするときは，問題を可

とする者を起立又は挙手させ起立者又は挙手者

の多少を認定して可否の結果を宣告する。

↓

委員長が表決を採ろうとするときは，問題を可

とする者を挙手させ,挙手者の多少を認定して

可否の結果を宣告する。

・本会議同様

第１３１条第２項

委員長が起立者又は挙手者の多少を認定し難い

とき，又は委員長の宣告に対して出席委員から

異議があるときは，委員長は，記名又は無記名

の投票で表決を採らなければならない。

↓

委員長が挙手者の多少を認定し難いとき，又は

・本会議同様



委員長の宣告に対して出席委員から異議がある

ときは，委員長は，記名投票，電子採決システ

ムによる投票又は無記名投票で表決を採らなけ

ればならない。

第１３２条

委員長が必要があると認めるとき，又は出席委

員から要求があるときは，記名又は無記名の投

票で表決を採る。

↓

委員長が必要があると認めるとき，又は出席委

員から要求があるときは，記名投票，電子採決

システムによる投票又は無記名投票で表決を採

る。

・本会議同様

第１３２条第２項

同時に前項の記名投票と無記名投票の要求があ

るときは，委員長は，いずれの方法によるかを

無記名投票で決める。

↓

同時に前項の記名投票，電子採決システムによ

る投票又は無記名投票の要求があるときは，委

員長は，いずれの方法によるかを無記名投票で

決める。

・本会議同様

第１３３条の２ （新規案）

電子採決システムによる投票を行う場合には，

問題を可とする者は賛成のボタンを，問題を否

とする者は反対のボタンを押さなければならな

い。



第１３３条の２第２項 （新規案）

電子採決システムによる投票による表決におい

て，議長が投票の終了を宣告するまでの間に，

出席委員が電子採決システムのいずれのボタン

も押していない場合は，当該出席委員は反対の

ボタンを押したものとみなす。

第１３７条

委員長は，問題について異議の有無を会議に諮

ることができる。異議がないと認めるときは，

委員長は，可決の旨を宣告する。ただし，委員

長の宣告に対して，出席委員から異議があると

きは，委員長は，起立の方法で表決を採らなけ

ればならない。

↓

委員長は，問題について異議の有無を会議に諮

ることができる。異議がないと認めるときは，

委員長は，可決の旨を宣告する。ただし，委員

長の宣告に対して，出席委員から異議があると

きは，委員長は，挙手又は電子採決システムの

方法で表決を採らなければならない。

・本会議同様

第１３９条の２

前項の規定による許可を求めようとするとき

は，文書により請求しなければならない。

↓

前項の規定による許可を求めようとするとき

は，文書等により請求しなければならない。

・第２条の文書定義を準用

第１４０条

議長は，請願文書表を作成し，議員に配布する。

※第168条でデジタル文書OK



第１５４条

議員は，会議中は，みだりにその席を離れては

ならない。

↓

議員は，会議中は，みだりにその席を議事の場

を離れてはならない。

・議事の場

第１５５条

何人も，議場において喫煙してはならない。

↓

何人も，会議中，喫煙してはならない。

・この規定そのものが不要ではないか。

・規定しておくことにより、反したとき、懲罰

の対象となる。

第１５７条

議場又は委員会の会議室において，資料，新聞

紙，文書等の印刷物を配布するときは，議長又

は委員長の許可を得なければならない。

↓

本会議又は委員会の議事の場において，資料，

新聞紙，文書等の印刷物を配布するときは，あ

らかじめ議長又は委員長の許可を得なければな

らない。

第１６５条

議会が懲罰の議決をしたときは，議長は，公開

の議場において宣告する。

↓

議会が懲罰の議決をしたときは，議長は，公開

の議事の場において宣告する。

第１６８条

この規則の疑義は，議長が決定する。ただし，

議員から異議があるときは，会議にはかって決



定する。

↓

議長は，議事日程，答弁書，請願文書表，陳情

書又はこれに類するもの及び議長又は委員長が

許可した資料等印刷物を，電磁的方法により閲

覧できる状態に置く措置を講ずることにより，

これらの文書の配布に代えることができる。



○現時点で実施が難しいと判断したもの（第４節 選挙）

取手市議会会議規則（現行・オンライン版） 実施事項 現時点での委員会の結論

第２５条

議会において選挙を行なうときは，議長は，そ

の旨を宣告する。

・選挙の対象：正副議長、仮議長、選管の委員、

広域連合の議員、農委の委員など

・選挙を指名推選の方法に変えることもできる

が…（法118条2項）

人を決める行為であるが、議決とは性質的に異

なっていることに注意が必要。

・公選法の準用規定にはない会議規則条の規定

はオンラインに即してはどうか。

・条文の変更は無いが、

選挙の機械的な方法の検討を進める。

・機械等を使用しての選挙は認められるのか。

地方自治法等の確認や解釈、改正の必要性な

ど。

・参集とオンライン両者併存での開催となった

際の選挙はどのように行うのか。選挙は完全に

機械使用とするなど十分な検証。⇒全議員オン

ラインでの投票、議員定数の半数が議場から、

半数がオンラインでの投票の実施。

議場内投票システムの構築。または、国会同様

記名投票にすれば、投票の秘密は不要となり、

かつ、立候補制とし、１０名以内の立候補者数

にすれば現在のＺｏｏｍでも投票が可能。

↓

１０名以上でも投票が可能になった＝選択式

ではなく、入力式の機能が付加され、模擬を実



施。

準用公選法68条1項1号では、投票用紙を用

いない投票は無効とされてしまう。

◆地方自治法第97条

普通地方公共団体の議会は、法律又はこれに基

く政令によりその権限に属する選挙を行わな

ければならない。

◆地方自治法第118条

法律又はこれに基づく政令により普通地方公

共団体の議会において行う選挙については、公

職選挙法第４６条第１項及び第４項、第４７

条、第４８条、第６８条第１項並びに普通地方

公共団体の議会の議員の選挙に関する第９５

条の規定を準用する。その投票の効力に関し異

議があるときは、議会がこれを決定する。

◆公選法第46条（投票の記載事項及び投函か

ん）

衆議院（比例代表選出）議員又は参議院（比例

代表選出）議員の選挙以外の選挙の投票につい

ては、選挙人は、投票所において、投票用紙に

当該選挙の公職の候補者一人の氏名を自書し

て、これを投票箱に入れなければならない。

４ 投票用紙には、選挙人の氏名を記載しては

ならない。

◆第47条（点字投票）

◆第48条（代理投票）

◆第68条（無効投票）衆議院（比例代表選出）



議員又は参議院（比例代表選出）議員の選挙以

外の選挙の投票については、次の各号のいずれ

かに該当するものは、無効とする。

１ 所定の用紙を用いないもの

２ 公職の候補者でない者又は第８６条の八

第１項、第８７条第１項若しくは第２項、第８

７条の２、第８８条、第２５１条の２若しくは

第２５１条の３の規定により公職の候補者と

なることができない者の氏名を記載したもの

３ 第８６条第１項若しくは第八項の規定に

よる届出をした政党その他の政治団体で同条

第１項各号のいずれにも該当していなかつた

ものの当該届出に係る候補者、同条第９項後段

の規定による届出に係る候補者又は第８７条

第３項の規定に違反してされた届出に係る候

補者の氏名を記載したもの

４ 一投票中に２人以上の公職の候補者の氏

名を記載したもの

５ 被選挙権のない公職の候補者の氏名を記

載したもの

６ 公職の候補者の氏名のほか、他事を記載し

たもの。ただし、職業、身分、住所又は敬称の

類を記入したものは、この限りでない。

７ 公職の候補者の氏名を自書しないもの

８ 公職の候補者の何人を記載したかを確認

し難いもの

（衆議院比例代表選出議員又は参議院比例代

表選出議員の選挙以外の選挙における当選人）



第95条 衆議院（比例代表選出）議員又は参議

院（比例代表選出）議員の選挙以外の選挙にお

いては、有効投票の最多数を得た者をもつて当

選人とする。ただし、次の各号の区分による得

票がなければならない。

③ 地方公共団体の議会の議員の選挙

当該選挙区内の議員の定数（選挙区がないとき

は、議員の定数）をもつて有効投票の総数を除

して得た数の４分の１以上の得票

２ 当選人を定めるに当り得票数が同じであ

るときは、選挙会において、選挙長がくじで定

める。

第２６条

選挙を行なう際議場にいない議員は、選挙に加

わることができない。

↓

選挙を行う際議事の場にいない議員（以下「不

在議員」という。）は，選挙に加わることができ

ない。

システムでの対応ができたときに公職選挙法

に抵触しないか。

「議場」を「議事の場」に改正する。

第２７条

投票による選挙を行なうときは、議長は、第25

条(選挙の宣告)の規定による 宣告の後、議場の

出入口を閉鎖し、出席議員数を報告する。

↓

投票による選挙を行うときは，議長は，第25条

(選挙の宣告)の規定による宣告の後，議事の場

を閉鎖し，出席議員数を報告する。

・公選法46条により「投票所において投票用紙

に自署して投票箱に入れる」ことが要請されて

いるが、議場の閉鎖は法的に要請されていな

い。国会は議場を閉鎖しない運用としている。

・議事の場の閉鎖をしていく場合、オンライン

では、議長が出席議員数を述べた後、

・地方選挙における電磁的記録式投票機を用い

て行う投票方法等の特例に関する法律の適用

にできれば、オンライン投票も可能か？

「議場」を「議事の場」に改正する。



第２８条第１項

投票を行なうときは，議長は，職員をして議員

に所定の投票用紙を配布させた後，配布漏れの

有無を確かめなければならない。

第２８条第２項

議長は，職員に投票箱を改めさせなければなら

ない。

・表題をどうするか。例：「投票用紙の配布及び

投票箱の点検」→「投票の準備」など。

・条文の改正、例：「投票の機械的機能の準備確

認」の追加など。

第２９条

議員は，職員の点呼に応じて順次，投票を備え

付けの投票箱に投入する。

第３０条

議長は、投票が終ったと認めるときは、投票漏

れの有無を確かめ、投票の終了を宣告する。そ

の宣告があった後は、投票することができない。

第３１条

議長は，開票を宣告した後，２人以上の立会人

とともに投票を点検しなければならない。

第２項

前項の立会人は，議長が，議員の中から指名す

る。

第３項

投票の効力は，立会人の意見をきいて議長が決

定する。

第３２条

議長は，選挙の結果を直ちに議場において報告

する。

「議場」を「議事の場」に改正する。

第３３条

議長は，投票の有効無効を区別し，当該当選人

・従前の投票用紙を保存するものから、議場内

投票システムで実施した場合、何をどのように

・システムの投票結果をデータ保存する



の任期間，関係書類とともにこれを保存しなけ

ればならない。

残すのか？

・Zoomの投票システムによる模擬投票の実施

＝開票時、画面共有で出る被選挙人氏名はラ

ンダム表示のため問題なし

第４８条

秘密会を開く議決があったときは，議長は，傍

聴人及び議長の指定する者以外の者を議場の外

に退去させなければならない。

・秘密会の議事は難しいのでは？ （改正案）

秘密会を開く議決があったときは，議長は秘密

会の議事を行うため，議長の指定する者に限っ

た議事の場を設けなければならない。

第４９条 秘密の保持 に第３項として追加 ・議事の秘密を保持するため、秘密会出席議員

にその措置を義務付けていく。

・イヤホンなどを使用し、周囲に議事が漏れな

いよう配慮する。

・例えば、自宅等で議事を理解できない（しに

くい）であろう乳幼児や病気を患っている人が

周囲にいた場合、どのように考えていくか。

（改正案）

秘密会の出席者は，議事の内容を知られること

のないよう必要な措置を講じた上で，出席しな

ければならない。

→出席者に義務を課すことによって、これに反

したときは懲罰の対象としていく。

第４９条 秘密の保持 に第４項として追加 （改正案）

議長は，秘密会の出席者に対し，当該出席者以

外の者に議事の内容を知り得る状況にないか確

認しなければならない。

第４９条 秘密の保持 に第５項として追加 （改正案）

秘密会の出席者は，秘密会の会議中において，

当該出席者以外の者に議事の内容を知り得る状

況が生じたときは，直ちに議長にその旨を申告

しなければならない。

第７３条

無記名投票を行う場合には，問題を可とする者

は賛成と，問題を否とする者は反対と所定の投

票用紙に記載し，投票箱に投入しなければなら

・議場内模擬投票の実施 ・投票用紙の代替は？

・オンライン時ではどのように行うか。条文の

検討も必要有りではないか。



ない。

第７４条

記名投票又は無記名投票を行う場合には，第27

条(議場の出入口閉鎖)，第28条(投票用紙の配

布及び投票箱の点検)，第29条(投票)，第30条

(投票の終了)，第31条(開票及び投票の効力)，

第32条(選挙結果の報告)第1項及び第33条(選

挙関係書類の保存)の規定を準用する。

・準用しなければいいのでは？

・オンライン時での投票はどのように行うか、

それにより条文内容も検討する。



○その他

取手市議会会議規則（現行・オンライン版） 実施事項 現時点での課題

第７１条

議長が必要があると認めるとき，又は出席議員

の５分の１以上から要求があるときは，記名投

票，電子採決システムによる投票又は無記名投

票で表決を採る。

・オンライン時の記名投票は可能か。

・条文をどのようにするか検討の必要が有るの

ではないか。

・オンラインでの投票を電子採決と呼ぶか

第１５８条

何人も、議長の許可がなければ演壇に登っては

ならない。

・完全オンラインとなった場合はどのような内

容にするか。削除するかなど。

・『50条の発言の許可等』と合わせられないか。。
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下
院
規
則
で
、
投
票
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
、
議
場
に
い

な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
と
い
う
こ
と
に
幅
広
く
解
釈
を
し

て
運
用
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

 

我
が
党
で
も
奥
野
議
員
が
、
憲
法
改
正
が
実
現
し
な
け

れ
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
審
議
、
審
査
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ

う
な
、
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ
て
実
現
を
難
し
く
す
る
よ
う
な

議
論
じ
ゃ
な
く
て
、
有
事
に
お
い
て
は
目
の
前
に
あ
る
課

題
を
適
切
に
改
善
し
て
い
く
建
設
的
な
議
論
を
私
は
各
党

各
会
派
で
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え

て
い
る
ん
で
す
が
。 

 

そ
こ
で
、
立
法
府
の
衆
議
院
議
員
で
あ
り
、
行
政
府
の

要
で
あ
る
官
房
長
官
に
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
こ
れ
だ
け
多
く
な
っ
て
い
る
中

で
、
国
会
で
ク
ラ
ス
タ
ー
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
も
、

国
民
の
生
命
や
財
産
、
こ
れ
を
扱
う
立
法
府
や
行
政
の
業

務
を
滞
ら
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
私
は
、
立
法
府
と

し
て
も
、
行
政
府
と
し
て
も
、
国
会
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
審
議
、
審
査
を
行
え
る
環
境
整
備
を
し
た
方
が
、
業
務

の
継
続
性
や
効
率
性
、
危
機
管
理
の
観
点
か
ら
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
が
、
官
房
長
官
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

○
松
野
国
務
大
臣 

中
谷
先
生
に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。 

 

国
会
審
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
と
い
う
御
質
問

で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
国
会
の
議
事
の
在
り
方
に
つ

き
ま
し
て
は
国
会
で
お
決
め
を
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
政
府
の
立
場
で
御
意
見
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は

差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
議
員
御

指
摘
の
点
も
含
め
て
、
各
党
各
会
派
に
お
い
て
御
議
論
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

行
政
府
的
な
観
点
か
ら
も
、
や
は

り
こ
の
立
法
府
が
変
わ
る
こ
と
に
対
し
て
、
よ
り
よ
く
な

る
と
い
う
感
想
も
お
持
ち
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
長
官
。 

○
松
野
国
務
大
臣 

繰
り
返
し
に
な
っ
て
大
変
恐
縮
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
三
権
分
立
の
制
度
下
に
お
き
ま
し

て
、
極
め
て
重
要
な
国
会
の
御
審
議
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

の
運
び
に
関
し
ま
し
て
は
、
国
会
で
、
各
党
各
会
派
に
お

い
て
御
議
論
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

こ
れ
以
上
の
審
議
は
午
後
に
移
ら

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

○
根
本
委
員
長 

午
後
一
時
か
ら
委
員
会
を
再
開
す
る
こ

と
と
し
、
こ
の
際
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 

午
後
零
時
六
分
休
憩 

 
 
 
 
 

―
―
―
―
◇
―
―
―
―
― 

 
 
 
 

午
後
一
時
開
議 

○
根
本
委
員
長 

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
質
疑
を
続
行
い
た
し
ま
す
。
中
谷
一
馬
君
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

質
問
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
谷
一
馬
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

午
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
午
後
の
質
問
に
入
る
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
議
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
本

会
議
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
総
務
大
臣
に
お
越
し
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

今
、
地
方
自
治
体
の
多
く
か
ら
意
見
書
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
大
臣
も
御
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
約

三
十
の
自
治
体
か
ら
、
若
し
く
は
都
道
府
県
議
長
会
か
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
本
会
議
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
自

治
法
の
改
正
で
あ
っ
た
り
と
か
、
出
席
の
解
釈
、
こ
う
い

っ
た
も
の
に
対
し
て
の
変
更
と
い
う
も
の
を
行
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
が
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
声
と
し
て
上
が
っ

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
自
身
も
、
昨
年
の
三
月
に
、
内
閣
委
員
会
で
、
当
時
、

総
務
副
大
臣
で
し
た
が
、
質
疑
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
こ
れ
ら
の
改
正
、
出
席
の
解
釈
変
更
で
あ
っ
た
り
と

か
法
文
の
改
正
を
し
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
と

い
う
趣
旨
の
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、

返
っ
て
き
た
答
弁
と
し
て
は
、
「
国
会
に
お
け
る
出
席
と

い
う
考
え
方
に
も
留
意
し
な
が
ら
考
え
て
い
く
課
題
だ
と

認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。
」
と
い
う
答
弁
が
返
っ
て
き
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、
少
な
く
と
も
、
先
進
的
に
自

治
体
が
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
事
例
に
関
し
て
国
が
足

を
引
っ
張
る
よ
う
な
こ
と
を
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
う
ん

で
す
よ
。
む
し
ろ
、
国
が
や
ら
な
い
と
地
方
が
で
き
な
い

み
た
い
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
こ
そ
お
か
し

い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
私
は
、
柔
軟
に
こ

う
い
っ
た
地
方
自
治
体
の
先
進
的
な
取
組
は
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
思
っ
て
い
る
立
場
な
ん

で
す
が
。 

 

そ
こ
で
、
大
臣
に
ま
ず
冒
頭
伺
い
ま
す
が
、
こ
の
答
弁

に
お
け
る
国
会
の
出
席
の
解
釈
と
地
方
自
治
体
議
会
の
出

席
の
解
釈
を
一
に
し
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠

は
そ
も
そ
も
何
か
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
、
お
示
し
く
だ
さ

い
。 

○
金
子
（
恭
）
国
務
大
臣 

中
谷
委
員
に
御
答
弁
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
も
御
質
問
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
認

識
を
し
て
お
り
ま
す
。
午
前
中
、
松
野
官
房
長
官
か
ら
も

御
答
弁
し
た
と
は
思
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、
も
う
釈
迦
に

説
法
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
方
議
会
の
本
会
議
に
お
い
て

は
、
地
方
自
治
法
上
、
「
議
員
の
定
数
の
半
数
以
上
の
議
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員
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

」
な
ど
と
さ
れ
て
お
り
、
定
足
数
や
表
決
の
要
件
と
し
て
、

出
席
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

中
谷
委
員
が
御
主
張
の
と
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

こ
の
出
席
が
、
現
に
議
場
に
い
る
こ
と
と
解
さ
れ
て
お
り
、

憲
法
あ
る
い
は
国
会
法
に
言
う
出
席
と
同
様
の
意
義
と
解

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

本
会
議
の
開
催
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
本
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
、
一
部
の
地
方
議
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
状
況
や
、
そ
こ
で
生
じ

て
い
る
課
題
、
運
営
上
の
工
夫
な
ど
を
よ
く
踏
ま
え
て
、

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

大
臣
、
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
が
、
今
の
こ
の
国
会
で
実
現
し
て
い
な
い
も
の
は
地

方
議
会
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、
要
す
る
に
、
国
会
の
出
席

と
一
に
す
る
と
い
う
趣
旨
の
も
の
に
対
し
て
、
こ
れ
、
ま

あ
国
会
準
拠
論
的
な
話
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
法

的
根
拠
は
な
い
と
い
う
認
識
で
正
し
い
で
す
か
。
要
す
る

に
、
解
釈
で
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
正
し

い
か
、
確
認
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

○
金
子
（
恭
）
国
務
大
臣 

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
解

釈
で
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

こ
の
解
釈
も
昭
和
二
十
五
年
か
ら

変
わ
っ
て
い
な
い
わ
け
で
す
よ
。
要
す
る
に
、
七
十
年
以

上
変
わ
っ
て
い
な
い
解
釈
を
今
の
時
代
に
持
ち
出
し
て
、

令
和
二
年
の
コ
ロ
ナ
が
は
や
り
出
し
た
時
期
に
、
わ
ざ
わ

ざ
、
こ
れ
は
暗
に
議
場
に
い
な
い
と
駄
目
で
す
よ
と
い
う

こ
と
を
通
知
で
出
す
こ
と
自
体
が
、
僕
は
論
と
し
て
は
ず

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
。 

 

な
の
で
、
も
う
一
度
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

法
的
根
拠
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
解
釈
が
そ
う
だ
か
ら

総
務
省
と
し
て
通
知
を
出
し
て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
ろ

し
い
で
す
か
。 

○
金
子
（
恭
）
国
務
大
臣 

地
方
議
会
の
本
会
議
は
、
そ

の
団
体
意
思
を
最
終
的
に
確
定
さ
せ
る
場
で
あ
り
、
そ
の

際
の
議
員
の
意
思
表
明
は
疑
義
の
生
じ
る
余
地
の
な
い
形

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

 

出
席
の
解
釈
に
つ
き
ま
し
て
は
、
委
員
御
指
摘
の
と
お

り
、
従
前
か
ら
の
解
釈
に
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
解
釈
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
会

に
お
け
る
対
応
の
ほ
か
、
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
に
、
一
部
の
地
方
議
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
状
況
や
、
そ
こ
で
生
じ

て
い
る
課
題
、
運
営
上
の
工
夫
な
ど
を
よ
く
踏
ま
え
て
、

慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

地
方
の
声
を
是
非
聞
い
て
い
た
だ

き
た
い
ん
で
す
ね
。 

 

資
料
で
も
配
付
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
み
ん

な
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本
会
議
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
い
ん
で
す
よ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
や
は
り
、
業
務
を

む
し
ろ
継
続
さ
せ
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
し
、

効
率
的
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
し
、
み
ん

な
が
参
加
で
き
る
形
で
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
し
か
も
、

そ
れ
は
既
知
の
技
術
で
も
う
で
き
る
状
況
に
あ
る
ん
だ
か

ら
、
私
た
ち
で
、
国
会
が
進
め
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
は

国
会
の
議
論
が
あ
る
か
ら
し
よ
う
が
な
い
よ
、
で
も
、
地

方
自
治
体
が
先
に
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
地
方
の
権
限
で

進
め
さ
せ
て
よ
と
い
う
切
実
な
思
い
が
こ
こ
に
は
詰
ま
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。 

 

な
の
で
、
是
非
、
大
臣
、
出
席
の
解
釈
、
こ
れ
を
変
更

し
て
い
た
だ
く
か
、
地
方
自
治
法
で
こ
れ
が
、
オ
ン
ラ
イ

ン
本
会
議
が
で
き
る
環
境
を
、
む
し
ろ
、
是
非
一
緒
に
考

え
て
、
整
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
力
を
か
し
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。 

○
金
子
（
恭
）
国
務
大
臣 

先
ほ
ど
、
ま
ず
は
地
方
議
会

に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
の
開
催
と
い
う
こ

と
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
法
上
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
防
止
措
置
の
観
点
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

方
法
を
活
用
し
て
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
も
差
し
支
え

な
い
旨
を
、
令
和
二
年
四
月
の
通
知
で
お
示
し
を
し
て
お

り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
地
方
か
ら
の
思
い
の
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
委

員
会
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
条
例
等
の
改
正
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、
全
団
体
千
七
百
八
十
八
団
体
の
中
で
、
実
際
、

条
例
改
正
ま
で
し
て
委
員
会
が
動
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
一

・
九
％
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
を
開
催
し
て
い
る
団
体
は
、
全
部
で
四
団
体
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

し
っ
か
り
、
こ
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
今
お
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
も
含
め
て
、
我
々
も
受
け
止
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

こ
れ
は
、
国
が
や
は
り
方
針
を
示

し
て
あ
げ
な
い
こ
と
に
は
、
や
ろ
う
と
思
っ
て
も
動
き
出

せ
な
い
議
会
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
も
、
先
進
的
に
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
自
治
体
の
、
そ
の
や
は
り
尊
厳
を

ど
う
重
ん
じ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
僕
は
極
め
て
重
要
だ
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と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。 

 

デ
ジ
タ
ル
担
当
大
臣
、
ち
ょ
う
ど
同
席
な
の
で
是
非
伺

い
た
い
ん
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
に
、
ま
さ
に

そ
の
司
令
塔
と
し
て
の
立
場
を
果
た
さ
れ
て
い
る
方
だ
と

思
い
ま
す
。
未
来
志
向
で
社
会
の
Ｄ
Ｘ
を
ど
う
進
め
る
か

と
い
う
お
立
場
の
中
で
、
今
の
答
弁
で
本
当
に
い
い
で
す

か
、
あ
れ
で
。
是
非
御
答
弁
く
だ
さ
い
。 

○
牧
島
国
務
大
臣 

議
論
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
法
の
解
釈
、
ま
た
、
総
務
大
臣
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
る
こ
と
以
上
の
こ
と
は
、
私
の
立
場
で
申
し
上
げ

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
地
方
自
治
体
や

地
方
議
会
、
一
般
論
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
た
い
と
い
う

お
気
持
ち
が
あ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
と
し
て
も
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

是
非
、
閣
内
で
様
々
議
論
を
し
て

い
た
だ
い
て
、
地
方
で
や
は
り
そ
う
い
う
声
が
現
実
的
に

あ
っ
て
、
意
見
書
が
上
が
っ
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
是

非
柔
軟
な
対
応
を
求
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
要

望
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

続
き
ま
し
て
、
在
外
邦
人
の
投
票
環
境
に
つ
い
て
と
い

う
質
問
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

こ
ち
ら
も
資
料
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、

政
治
学
に
お
い
て
、
個
人
が
選
挙
に
行
く
こ
と
の
合
理
性

と
い
う
も
の
を
ラ
イ
カ
ー
・
ア
ン
ド
・
オ
ー
ド
シ
ュ
ッ
ク

の
モ
デ
ル
で
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
簡
単

に
説
明
を
す
る
と
、
み
ん
な
が
投
票
に
行
く
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
全
て
掛

け
合
わ
せ
た
数
値
よ
り
も
コ
ス
ト
が
勝
っ
た
と
き
に
は
、

み
ん
な
投
票
に
行
か
な
く
な
り
ま
す
よ
、
そ
う
い
っ
た
モ

デ
ル
で
す
。 

 

そ
の
中
で
、
例
え
ば
、
東
京
―
新
潟
間
の
距
離
を
移
動

し
な
い
と
在
外
公
館
に
た
ど
り
着
か
な
い
と
か
、
宿
泊
と

か
移
動
費
で
二
万
六
千
円
費
用
が
か
か
る
と
か
、
い
ろ
い

ろ
な
報
道
が
ま
さ
に
出
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
の
在
外
の
投
票
環
境
を
ど
う
整
え
て
い
く
か
と
い

う
こ
と
は
、
ま
さ
に
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
参
政
権
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
質
問

と
改
善
提
案
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

ん
で
す
。 

 

こ
ち
ら
も
パ
ネ
ル
を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

約
百
万
人
、
海
外
に
有
権
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
投
票
で
き
た
人
は
約
二
万
人
、
二
万
人
弱
、
二

％
以
下
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
こ
れ
の
大
き

な
要
因
と
い
う
の
は
、
そ
も
そ
も
在
外
の
投
票
を
行
う
に

は
、
自
治
体
の
選
管
に
対
し
て
在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録

の
手
続
、
こ
れ
が
必
要
に
な
る
わ
け
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

海
外
へ
転
出
後
の
手
続
と
い
う
の
は
、
在
外
公
館
ま
で
行

か
な
い
と
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
の
後
、

登
録
ま
で
に
二
、
三
か
月
の
月
日
を
要
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
結
果
と
し
て
、
百
万
人
以
上
海
外
有
権
者
が
い
る
の

に
、
在
外
選
挙
人
の
名
簿
登
録
を
で
き
た
者
と
い
う
の
は

九
万
六
千
四
百
六
十
六
人
し
か
い
な
く
て
、
一
〇
％
に
も

満
た
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か
も
、
こ
の
九
割
の
方
が
登

録
を
で
き
て
い
な
い
、
一
〇
％
に
も
満
た
な
い
方
し
か
登

録
を
で
き
て
い
な
い
状
況
の
中
で
、
そ
の
中
で
更
に
投
票

で
き
た
人
が
二
〇
％
し
か
い
な
い
。 

 

こ
の
現
状
を
見
た
と
き
に
、
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か

な
の
は
、
政
府
が
在
外
邦
人
に
過
度
な
負
担
を
か
け
て
い

る
状
態
を
放
置
を
し
て
し
ま
っ
て
い
る
、
ま
ず
こ
の
現
実

に
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
っ
て

い
る
ん
で
す
ね
。 

 

そ
の
中
で
、
私
は
、
こ
の
在
外
邦
人
の
選
挙
人
名
簿
の

登
録
な
ど
の
事
前
手
続
に
関
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
を
活
用
し

て
も
っ
と
簡
便
に
登
録
が
で
き
る
形
に
改
善
す
る
こ
と
は

今
の
技
術
な
ら
も
う
全
然
可
能
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
大
臣
、
是
非
改
善
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。 

○
金
子
（
恭
）
国
務
大
臣 

在
外
公
館
に
お
け
る
在
外
選

挙
人
名
簿
へ
の
登
録
申
請
は
、
厳
格
な
本
人
確
認
等
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
、
登
録
申
請
書
に
お

け
る
本
人
の
署
名
や
旅
券
等
の
提
示
を
求
め
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
登
録
申
請
の
た
め
に

在
外
公
館
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
外
務
省
か
ら
も
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
現
行
法
の
下
で
、
登
録
申
請
書
を
郵
送
し
、

ビ
デ
オ
通
話
を
活
用
し
て
旅
券
等
の
提
示
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
在
外
公
館
に
出
向
く
こ
と
な
く
登
録
申
請
を
可
能

と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
外
務
省
と
と
も
に
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

○
中
谷
（
一
）
委
員 

そ
れ
は
対
面
の
手
続
が
簡
略
化
さ

れ
る
の
で
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
手
続
に
関
し
て
も
、
今
、
厳
格
な
本
人
確
認

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
で
す
ら
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
を
使
わ
な
く
と
も
で
き
る
体
制

と
い
う
の
は
整
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
し
、
も
っ
と
言
え

ば
、
二
年
後
に
は
こ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
在
外
邦

人
も
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
は
、
必
ず
こ
の
ウ
ェ
ブ
で
の
申
請
手
続
と
い
う
も
の
は

も
っ
と
も
っ
と
簡
便
に
で
き
る
形
に
し
て
い
た
だ
き
た
い


